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研究成果の概要（和文）：ハラアカコブカミキリは日本本土への侵入種でありシイタケホダ木の害虫である。本種を産
卵から成虫の羽化まで異なる温度で飼育して発育の特性を明らかにした。卵、幼虫及び蛹の発育零点と有効積算温量は
それぞれおよそ12℃と110日℃、15℃と610日及び10℃、190日℃であった。これらの発育零点と有効積算温量を考える
と、ハラアカコブカミキリが我が国の非分布地に侵入した場合、定着する可能性が高く、今後十分注意する必要がある
。

研究成果の概要（英文）：The oak longicorn beetle, Moechotypa diphysis, is a invasive species to Japanese 
main islands and a pest of the bed log for Shitake mushroom. I reared this beetle from the oviposition to 
the emergence of adults at different temperature to clarify the developmental characteristics. The 
developmental zero and the effective accumulated temperature of egg, larva and pupa are ca. 12℃ and 
110day℃, 15℃ and 610day℃, and 10℃ and 190day℃, respectively. Considering these estimates, this 
beetle can be established if it invades to undistributed areas in Japan. So we need careful attention to 
the new invasion of this beetle.

研究分野： 農学

キーワード： 発育零点　有効積算温量
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１．研究開始当初の背景 
 ハラアカコブカミキリ（写真 1）は、従来、
極東ロシア、朝鮮半島、中国南部、我が国で
は対馬のみに分布していた。1970 年代半ば
にシイタケ原木とともにハラアカコブカミ
キリは九州に侵入し、定着したと考えられて
いる。現在では本種は本州に分布を拡大し続
けている。ハラアカコブカミキリは広葉樹の
枯れ木、特にクヌギやナラ類に好んで産卵す
る。従って、シイタケ栽培用のクヌギのホダ
木は好適な産卵対象木となる。孵化した幼虫
は内樹皮を摂食して成長する。内樹皮を摂食
されたホダ木ではシイタケ菌糸が十分に蔓
延することができずに、シイタケ収量が 3-5 
割減少する場合もある。すなわち、ハラアカ
コブカミキリは、日本本土への侵入種であり、
シイタケホダ木の害虫である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
写真 1 ハラアカコブカミキリ成虫 
 
 シイタケホダ木の害虫であるため、ハラア
カコブカミキリの基礎的な生態は既に明ら
かにされている（大長光・金子, 1988; 1990）。
それらによると、本種は越冬を終えた成虫が
春から初夏にかけて産卵して当年の秋に次
世代の成虫が羽化し、成虫は越冬後の翌年春
に産卵する。すなわちハラアカコブカミキリ
は年一化の生活史を有している。しかし、温
度と関連したハラアカコブカミキリの発育
の特性、例えば何℃以上であれば本種は発育
することができるのか、は全く調べられてい
ない。日本本土への侵入種であるハラアカコ
ブカミキリがどこまで分布を拡大するのか
リスクを評価するためにも、温度と関連した
本種幼虫（卵から成虫の羽化まで）の発育の
特性を明らかにする必要がある。 
 
２．研究の目的 
 ハラアカコブカミキリ幼虫の温度別の発
育日数（ある発育ステージを終えるまでに必
要な日数）や発育日数からは算出される発育
零点（温度と発育日数の関係から導き出され
る発育できない温度の目安）及び有効積算温
量（ある発育ステージを終えるまでに必要な
発育零点以上の温度の積算量）を卵、幼虫、
蛹ごとに明らかにすることにより、その発育
の特性を解明する。卵については極端な低温

や高温でも幼虫が孵化するかどうか確認す
る。 
 
３．研究の方法 
 ハラアカコブカミキリ成虫を 3月から 5月
にかけて採集し、クヌギの枯れ枝を餌として
与えて室内で飼育した。同時にクヌギの小丸
太を与えて産卵させた。産卵痕の前後をカッ
ターナイフで削り、ピンセットを用いて小丸
太から卵を取り出して供試した。卵は直径 9
㎝のシャーレに入れた湿った濾紙の上に置
いて蓋をし、毎日観察して幼虫が孵化するま
での期間を調べた。孵化した幼虫は容量
100ml の三角フラスコに 20g 入れた人工飼料
（表 1）に接種した。なお人工飼料は各成分
をよく混ぜた後にフラスコに詰めてヘラで
固め、フラスコ壁面と人工飼料の間に幼虫接
種用の穴をあけて通気性のある栓（シリコセ
ン、信越ポリマー株式会社）でフラスコに蓋
をして、オートクレーブで 121℃、20 分間殺
菌して用意した（Kosaka，2011；小坂，2012）。
接種した幼虫は人工飼料を交換することな
く成虫の羽化まで飼育して幼虫期間と蛹期
間を調べた。 
 
表 1 人工飼料の組成（％） 
 
成分    
 
粉末蚕用人工飼料  25 
クヌギおが屑  20 
粉末乾燥酵母   5 
水   50 
 
 
 ハラアカコブカミキリの卵、幼虫及び蛹を
15℃から 30℃まで 2.5℃刻みで飼育した。温
度と発育が完了する期間の関係から発育零
点と有効積算温量を計算した。これらの計算
には発育が完了する期間の逆数を用いる従
来法と低温域のデータを有効に利用できる
池本・高井法を用いた。 
 卵の発育については 10℃から 14℃、及び
31℃から 35℃まで 1℃刻みでも飼育して幼虫
が孵化するかどうか調べた。 
 
４．研究成果 
 多数のハラアカコブカミキリの卵、幼虫及
び蛹を飼育した（表 2）。15℃の孵化数がやや 
 
 
表 2 ハラアカコブカミキリの飼育数 
 
 
 
 
 
 
 

 



少なく、また、17.5℃の蛹化数と羽化数が少
ないので、これら温度での飼育を現在も続け
ており供試数は増える予定である。15℃では
幼虫や蛹は正常に発育しないと判断し、追加
の飼育は行わなかった。表 2の孵化数、蛹化
数及び羽化数を供試数としてまず発育を完
了する平均の日数を求めた（表 3）。温度が上
がるほど発育日数は短くなる傾向にあった
が、25℃以上は極端に短くならず、幼虫につ
いては 30℃では発育日数が長くなった。これ
らから幼虫の発育適温は 30℃以下であるこ
とが考えられた。次に発育零点と有効積算温
量を計算した。卵の発育零点と有効積算温量
は従来法で 11℃、116 日℃であり、池本・高
井法で 12℃、112 日℃であった。幼虫のそれ
らは、-15℃、2490 日℃及び 15℃、607 日℃
であり、蛹では 9℃、201 日℃及び 10℃、185
日℃であった。ここに示した発育零点と有効
積算温量は、現在データを追加している最中
なので暫定的ではあるものの、非現実的な値
となった従来法による幼虫のそれらを除い
て概ね変わらないと考えている。 
 
表 3 ハラアカコブカミキリ卵、幼虫 
   及び蛹の平均の発育日数 
 
温度  平均の発育日数 
 
 卵 幼虫 蛹 
 
15 29 322 - 
17.5 19 225 26 
20 13  69 18 
22.5 10  68 15 
25  8  57 12 
27.5  7  58 10 
30  7  64 10 
 
 
 従来法で幼虫の発育零点と有効積算温量
が非現実的な値となった原因は、低温
（17.5℃と 20℃）での発育期間のばらつきが
大きかったためと思われた。また、ハラアカ
コブカミキリの成虫については、早く産卵さ
れたものほど羽化までの期間が長いこと、ま
た、羽化する時期が早いほど大きく、遅いほ
ど小さくなる傾向が観察されている（大長
光・金子、1990）。成虫の羽化する時期や大
きさは幼虫の発育期間や大きさにより決ま
ることを考えると、幼虫の発育期間は単純に
温度だけで決まるものではないことも考え
られた。ただし、ハラアカコブカミキリを人
工飼料で飼育すると大型の成虫が得られる
（Kosaka，2011）ことと、野外では早期に羽
化する成虫が大型であることを考えると、こ
こで得られた有効積算温量はハラアカコブ
カミキリの発生予察には有効であると考え
られる。 
 ハラアカコブカミキリの卵は、13、14、
31-35℃でも孵化する場合があった。しかし、

33℃以上では孵化率が極端に低く、発育適温
とは考えられなかった。 
 このようにしてハラアカコブカミキリ幼
虫の発育の特性を解明した。本課題で明らか
にした発育零点と有効積算温量を考えると、
ハラアカコブカミキリは現在定着している
九州北部と中国地方だけでなく非分布地域
に侵入した場合、日本各地で定着可能である
可能性が高い。東日本震災の後、関東や東北
でホダ木が不足して九州からホダ木が供給
されるようになった。本種がホダ木の移動を
介して侵入、定着したことを考えると、これ
ら地方では今後ますますハラアカコブカミ
キリの侵入や定着に十分に注意する必要が
ある。 
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